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ぎ
て
行
っ
た
。

て
は
な
い
。
チ
ャ
チ
な
も
の
で
は
あ
る
が
作
っ
~

「
同
窓
会
誌
は
出
来
ま
す
か
。

」

た
本
人
に
と
っ
て
こ
れ
を
手
に
し
た
時
程
嬉
し
，

Hm

編

集

後

記

~

女

昨
年
八
月
幹
事
会
で
会
誌
発
行
の
話
が
具
九
月
始
め
頃
部
長
に
云
わ
れ
た
時
は
総
会
期
い
事
は
な
い
。
将
に
そ
の
時
は
訪
れ
ん
と
し
て

＂

~
体
化し
、

十
月
に
総
会
で
決
つ
て
か
ら
涵
一
年
日
迄
あ
と
一
ヶ
月
を
余
す
の
み
で
あ
っ
た
。
論
い
る
。

＂

m

の
オ
月
が
流
れ
て
慶
応
義
塾
大
学
医
学
部
整
形
文
て
も
雑
誌
で
も
同
じ
だ
が
、
人
間
に
は
慾
が
＊
一
応
総
て
の
編
集
が
終
っ
て
み
る
と
、
頭

m

~
外
科
同
窓
会
誌
創
刊
号
は
将
に
こ
の
世
に
生
れ
あ
る
。
よ
り
よ
い
も
の
を
作
ら
ん
と
す
れ
ば
日
が
ポ

ー

と
し
て
い
て
何
も
ま
と
ま
っ
た
も
の
は
，

時
が
遅
れ

、

次
い
で
完
壁
な
る
も
の
は
仲
々
出
浮
ん
で
来
な
い
。
し
か
し
創
刊
＂
グ
に
叔
せ
た
か
~

＂

ょ
う
と
し
て
い
る
。

．
 

~

＊
生
れ
る
迄
の
一
年
間
種
々
な
る
辻
余
曲
折
米
な
い
れ
を
悟
り

、

逐
に
は
机
上
に
投
げ
出
し
っ
た
事
で
成
し
得
な
か
っ
た
の
は

、

先
ず
第
一
＂

~

が
あ
っ
た
。
本
年
一
月
二
十
四
日
第
一
回
編
集
た
ま
ま
に
し
て
お
く
。
そ
し
て
時
期
が
迫
っ
て
に
一
年
間
の
医
局
の
行
事
の
ぶ
録
て
あ
る

。

学
~

~
会
議
が
富
田
幹
事
長
以
下
山
ロ
・

仲
川
・

小
川
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出
す

。

こ
ん
な

V
e
r
l
a
u
fを
た
ど
っ
会

・

研
究
・

人
事
・

医
局
旅
行
・

医
り
対
抗
野
，

~

幹
事
以
下
A

.
u

.
Y

同
窓
会
係
出
席
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け
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球
試
合
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介
・

コ
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フ
ァ
レ
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か
れ

、

発
行
期
日
三
月
末
日
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目
標
に
し
て
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
ス
雑
録
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来
・
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・

当
直
日
誌
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の
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~
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滑
り
始
め
た
の
で
あ
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。
形
態
は
A

五
刊
5
0頁
＊
会
誌
冒
頭
前
田
名
誉
会
長
は

「
与
え
ら
れ
で
あ
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。
第
二
に
一
定
の
企
画
に
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た
：
：

＂

~
・

内
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現
会
誌
プ
ラ
ス
座
談
会
・

一
年
間
の
た
戦
場
に
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火
な
れ
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と
述
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て
い
る
。
編
集
例
え
ば
座
談
会
と
か
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
か
の
集
~

~
医
局
の
現
況
・

漫
画
・
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Y
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山
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そ
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。
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~
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時
の
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目
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ま
っ
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て
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。
六
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編
集
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ア
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ケ

ー
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況
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述
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め
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寄
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ア
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ケ
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ト
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で
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窓
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総
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地
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便
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そ
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の
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よ
く
原
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＂
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。
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又
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令
疲癌雌炎症雌疫俵五＿新藁

（健保適用）

顆粒 251?, lOQg 
注 (5CC) 5A, 50A 

錠（糖衣） 100T,500T 

u
t
4'，
 

アミノプロビロンとアミノヒ°リンの 見寸4

な相屯効果で 鉛将i消炎作用か一段と強化
さtI副作用の心呪がなくなりました。
神経栢．ロイマチスの治療を始

＇̀iiの除去等に 辿用や大伍衝
撃的投与を可能とした製剤です。

（文献送呈）

． ． 
日本新薬株式会社

京都市南区西大路八条下Jレ 束咲．大阪．京都．礼醗名古環．祖岡．京Ill
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S·M•Z 新型打診器

慶
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り

祝
同
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会
誌
発
刊

し
挫形外科 ・外科 ・神経科領域に於て御好評を得ております

使命に忠実なる S.M.Zの製告

合名会社 志 水 商 店

代 表 社員 志 水 II行雄

束 京 都文京区本郷5丁目 1番地

屯話小石川 (92) 5 9 7 5, 8 5 8 7 

振替束以 10 7 4 0 3番
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一

副作用なく …全身投与できる

静脈用•新止血剤です

"+．'” 牛脳の組織性トロンボプラスチンから抽出し

た純粋の燐脂質を 1管中25呵含有します。

＊ トロスチンは血小板因子作用とトロンボプ

ラスチン生成促進作用をもち、トロンビソ

に協同的に働いて凝血時問を短縮します。

＊静脈内に投与されてのち、血液で稀釈され

はじめて強力な止血作用をあらわします。

＊また、血管壁にも作用して著しく止血効果

を翡めます。

＊発熱性、抗原性、毒性、血栓形成などの副

作用がなく 、安心して全身投与できます。

紫斑病、血友病、再生不良性貧血及び白血病

などの出血性素因、胃腸内出血、消化器の外

傷性或は潰瘍性出血、 脳出血、 喀血、吐血、

腎出血、手術時の出血及び出血予防処置など。一5 cc 5管入・ •………………………• ¥ 650 
（文献送呈） 東京都日本憚本町 中外製薬株式会社
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